















































防災研究情報センター　国際地震観測管理室長　井 上 　 公
防災科研が海外の機関と協力してデータを収集・交換している地震観測点。今回の
ワークショップには黄色および緑色の観測点の国々の協力者を招聘しました。
講演会 箱根の巡検
現在の我々の観測網は過去に行われた
純粋科学研究のために、専ら日本側が
データを利用することを念頭に設計さ
れたものであり、現地機関がその場で
記録を簡単に利用することができませ
ん。そこで地震波形をリアルタイムで
モニターして解析するための機器とソ
フトウェア、およびそれらの使用方法
のトレーニングの提供が強く要望され
ました。また当プロジェクトが、地震
火山活動監視に重要な隣国同士でのリ
アルタイムデータ交換の推進を目的と
したコミュニケーションの場となるこ
とも同時に要望されました。
　ワークショップ後半の２日間では、
東京の気象庁本庁での地震火山監視業
務および気象海洋関係の業務の見学、
神奈川県立温泉地学研究所の見学およ
び箱根火山の巡検を行いました。
　今回各国から招聘した人々には５年
以上前から地震観測に協力してもらっ
ていますが、殆どは今回がはじめての
日本訪問でした。アジア太平洋地域に
おける地震の観測とデータ交換を防災
科研の長期的な国際協力プロジェクト
として継続・発展させていくために、
今回のワークショップで海外の観測機
関の人々とお互いの研究・業務の現場
をとりまく状況を報告・議論し、共通
の問題意識をもつことができたことは
非常に大きな成果でした。
